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古
文
書
解
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
第
十
七
回 

 

ト
ル
コ
人 

、
明
治
の
東
京
に
あ
ら
わ
る 

 

 

出
典
： 

「
普
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第
１
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申
録
・
雑
件
之
部
〈
官
房
外
務
掛
〉
」 

「
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記
号
」
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２
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Ｄ
３
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平
成
二
十
六
年
十
二
月 

東
京
都
公
文
書
館

 
 

     

      

            

 

  

   

一 

史
料
「
ト
ル
コ
人
内
地
旅
行
免
状
下
付
方
出
願
の
件
に
付
国
籍
証
書
交
付
の
旨

外
務
省
庶
務
課
長
心
得
よ
り
照
会
」 

「
普
通
第
１
種 

稟
申
録
・
雑
件
之
部
〈
官
房
外
務
掛
〉」 

 

 

 

今
回
の
古
文
書
解
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
で
は
、
明
治
二
十
年
代
の
東
京
府

文
書
を
取
上
げ
ま
す
。 

 

明
治
時
代
、
日
本
国
内
を
外
国
人
が
自
由
に
旅
行
し
た
り
、
希
望
す
る
場

所
に
暮
ら
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
国
内
の
移
動
の
た
め
に
は
「
内
地

旅
行
免
状
」
が
必
要
で
し
た
。
し
か
し
、
日
本
に
は
世
界
各
国
か
ら
商
売
や

旅
行
な
ど
の
た
め
に
来
日
す
る
外
国
人
が
後
を
絶
た
ず
、
自
由
な
国
内
移
動

を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
不
平
等
条
約
の
撤
廃
と
引

き
換
え
に
内
地
雑
居
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
は

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
や
問
題
も
発
生
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
史
料
は
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
の
あ
る
日
、
東
京
に
現

れ
た
ト
ル
コ
人
と
名
乗
る
謎
の
人
物
を
め
ぐ
る
東
京
府
と
外
務
省
と
の
や

り
取
り
を
つ
づ
っ
た
も
の
で
す
。
一
体
ど
の
よ
う
な
内
容
で
し
ょ
う
か
。 

 

。 
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二 

史
料
の
解
読
／
読
み
下
し
例 
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【
解
読
文
】 

 
明
治
廿
六
年
七
月
四
日 

 

官
房
主
任
属
奥
畑
健
太
郎 

知
事

○印 
官
房
書
記
首
席

□印 

内
務
部
長 
課
長 

 

外
務
掛
首
席

□印 

外
国
人
内
地
旅
行
之
件
上
申
按 

外
務
大
臣
宛 

 
 

 
 

知
事 

土
耳
其
国
人
内
地
旅
行
免
状
下
付
ノ
儀
上
申 

府
下
芝
区
露
月
町
十
一
番
地
旅
人
宿
営
業
参
賀
安
方
止
宿 

土
耳
其
国
人
ナ
シ
フ
、
ヱ
リ
ヤ
ス
、
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
ナ
ル
者
内
地
旅
行 

免
状
下
付
方
願
出
候
処
仝
人
義
ハ
自
国
於
テ
発
行
ノ
旅
行
券
携
帯 

致
居
候
ニ
付
仝
国
商
人
ニ
相
違
無
之
相
認
メ
候
条
該
免 

状
御
下
付
相
成
度
此
段
及
上
申
候
也 

理
由 本

件
口
頭
ヲ
以
テ
申
出
ノ
処
言
語
充
分
通
セ
ザ
ル
ニ 

ニ
拠
リ
外
務
省
ヘ
同
伴
ノ
上
取
調
フ
ル
ニ
自
国
旅
行
券
ヲ
モ 

携
帯
ス
ル
者
ニ
シ
テ
土
耳
其
国
商
人
ナ
ル
コ
ト
ハ 

相
違
無
之
然
レ
ト
モ
無
條
約
国
人
内
地
旅
行
ノ
儀
ハ 

未
タ
類
例
モ
無
之
ニ
付
同
省
主
任
属
岡
田
道
二 

ニ
付
キ
其
取
扱
手
続
打
合
タ
ル
ニ
其
国
籍 

身
分
等
ヲ
証
明
シ
該
免
状
下
付
方
申
出
可
然
趣 

ニ
付
本
按
ヲ
草
ス 

【
読
み
下
し
例
】 

 

明
治
廿
六
年
七
月
四
日 

 

官
房
主
任
属
奥
畑
健
太
郎 

知
事

○印 

官
房
書
記
首
席

□印 

内
務
部
長 

課
長 

 

外
務
掛
首
席

□印 

外
国
人
内
地
旅
行
之
件
上
申
按 

外
務
大
臣
宛 

 
 

 
 

知
事 

土
耳
其

ト

ル

コ

国
人
、
内
地
旅
行
免
状
下
付
の
儀
上
申
。 

府
下
芝
区
露
月
町
十
一
番
地
、
旅
人
宿
営
業
参
賀
安
方
止
宿 

土
耳
其
国
人
ナ
シ
フ
、
ヱ
リ
ヤ
ス
、
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
な
る
者
、
内
地
旅
行 

免
状
下
付
方
願
出
候
処
、
仝
人
義
は
自
国
於
て
発
行
の
旅
行
券
携
帯 

致
居
候
に
付
、
仝
国
商
人
に
相
違
こ
れ
無
き
と
相
認
め
候
条
、
該
免 

状
御
下
付
相
成
り
た
く
、
此
段
上
申
に
お
よ
び
候
也
。 

理
由 本

件
口
頭
を
以
て
申
出
の
処
、
言
語
充
分
通
ぜ
ざ
る
に 

にマ
マ

拠
り
、
外
務
省
へ
同
伴
の
上
取
調
ぶ
る
に
、
自
国
旅
行
券
を
も 

携
帯
す
る
者
に
し
て
、
土
耳
其
国
商
人
な
る
こ
と
は 

相
違
こ
れ
無
し
。
然
れ
ど
も
、
無
條
約
国
人
内
地
旅
行
の
儀
は 

未
だ
前
例
も
こ
れ
無
き
に
付
き
、
同
省
主
任
属
岡
田
道
二 

に
付
き
其
取
扱
い
手
続
打
合
せ
た
る
に
、
其
国
籍 

身
分
等
を
証
明
し
該
免
状
下
付
方
申
出
然
る
べ
き
趣 

に
付
き
、
本
按
を
草
す
。 
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【
解
釈
】 

 
東
京
府
芝
区
露
月
町
十
一
番
地
に
あ
る
旅
館
参
賀
安
方
に
宿
泊
す
る
ト

ル
コ
人
の
ナ
シ
フ
・
ヱ
リ
ヤ
ス
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
と
い
う
者
が
、
日
本
国
内

の
旅
行
免
状
発
行
を
願
い
出
ま
し
た
が
、
同
人
は
、
自
国
（
ト
ル
コ
）
で
発

行
し
た
旅
券
を
携
帯
し
て
い
る
の
で
、
ト
ル
コ
出
身
の
商
人
に
間
違
い
な
い

と
認
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
彼
が
希
望
す
る
免
状
を
発
行
し
て
頂
き
た

く
上
申
し
ま
す
。 

 

理
由 

ナ
シ
フ
・
ヱ
リ
ヤ
ス
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
は
こ
の
件
を
口
頭
で
申
し
出
ま
し
た

が
、
言
語
が
充
分
に
通
じ
な
い
の
で
、
外
務
省
へ
同
伴
し
て
取
り
調
べ
た
と

こ
ろ
、
自
国
の
旅
行
券
を
も
携
帯
し
て
い
る
者
な
の
で
ト
ル
コ
国
商
人
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
条
約
を
締
結
し
て
い
な
い
国
の

人
間
が
日
本
内
地
を
旅
行
す
る
と
い
う
こ
と
は
類
例
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、 

外
務
省
の
主
任
属
岡
田
道
二
に
取
り
扱
い
手
続
き
に
つ
い
て
打
合
せ
た
と

こ
ろ
、
そ
の
国
籍
や
身
分
な
ど
を
証
明
し
免
状
の
発
行
を
申
し
出
て
よ
ろ
し

い
そ
う
な
の
で
、
こ
の
案
を
作
成
し
ま
し
た 

     

三
、
史
料
解
説 

 

■
内
地
旅
行
免
状
と
は 

今
回
の
史
料
に
登
場
す
る
「
内
地
旅
行
免
状
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も

の
で
し
ょ
う
か
。 

ペ
リ
ー
来
航
と
そ
れ
に
続
く
条
約
に
よ
っ
て
日
本
は
開
国
し
、
横
浜
や
長

崎
な
ど
で
は
居
留
す
る
外
国
人
の
数
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
彼

ら
は
自
由
に
日
本
国
内
を
移
動
で
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
外
国
人

遊
歩
規
程
」
と
い
う
も
の
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
外
国
人
居
留
地
内
お
よ
び

そ
こ
か
ら
約
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
で
し
か
活
動
す
る
こ
と
が
許

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
条
件
は
明
治
維
新
後
も
同
様
で
、
も
し
、
外
国

人
が
居
留
地
以
外
の
地
域
へ
出
か
け
た
い
と
思
っ
た
時
に
は
、
外
務
省
に
申

請
し
「
内
地
旅
行
免
状
」
を
発
給
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
し
た
。
ま
た
、

内
地
旅
行
免
状
は
病
気
療
養
な
ど
特
別
な
理
由
の
あ
る
時
し
か
発
行
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。 

日
本
に
や
っ
て
く
る
外
国
人
た
ち
は
、
自
由
に
日
本
国
内
を
移
動
し
商
品

の
売
買
を
行
っ
た
り
、
居
住
し
た
り
し
た
い
と
の
希
望
を
持
ち
、
日
本
政
府

に
遊
歩
規
程
の
撤
廃
を
求
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
領
事
裁
判
権
を
残
し
た
ま

ま
、
外
国
人
の
自
由
な
移
動
を
認
め
る
こ
と
に
反
対
論
も
相
次
ぎ
、
世
論
も

巻
き
込
ん
で
の
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
内
地
雑
居
問
題
（
ま

た
は
内
地
開
放
問
題
）
と
い
い
ま
す
。 

 

今
回
の
史
料
は
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
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外
国
人
の
国
内
移
動
に
は
内
地
旅
行
免
状
が
必
要
だ
っ
た
時
期
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
翌
年
に
領
事
裁
判
権
と
治
外
法
権
（
い
わ
ゆ

る
不
平
等
条
約
）
の
撤
廃
を
認
め
る
日
英
通
商
航
海
條
約
が
締
結
さ
れ
る
と
、

そ
れ
と
引
き
換
え
に
し
て
内
地
雑
居
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
発

効
は
明
治
三
十
二
年
：
一
八
九
九
年
）
。 

 

■
日
本
と
ト
ル
コ 

 

近
代
に
お
け
る
日
本
と
ト
ル
コ
と
の
関
係
は
、
意
外
に
古
く
、
明
治
二
十

年
（
一
八
八
七
）
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
年
、
小
松
宮
彰
仁
親
王
が
欧
州
歴

訪
と
同
時
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
を
訪
問
、
明
治
天
皇
か
ら
の
勲
章
を
ス
ル
タ
ン

の
ア
ブ
デ
ュ
ル
・
ハ
ミ
ト
２
世
に
奉
呈
し
ま
し
た
。
そ
の
答
礼
と
し
て
明
治

二
十
三
年
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
軍
艦
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
が
日
本
に
派
遣
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
帰
途
に
和
歌
山
沖
で
台
風
に
あ
お
ら
れ
座
礁
・
沈
没
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
時
、
現
地
の
住
民
た
ち
は
乗
組
員
の
救
出
と
介
抱
に

あ
た
り
、
生
存
者
は
日
本
の
軍
艦
で
ト
ル
コ
ま
で
送
り
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
使
節
の
派
遣
や
、
事
故
の
救
難
活
動
を
通
じ
両
国
の
結
び
つ

き
は
強
く
な
り
ま
し
た
が
、
条
約
の
締
結
を
め
ぐ
っ
て
両
国
の
間
に
は
対
立

も
あ
り
、
正
式
な
国
交
は
結
ば
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

■
ナ
シ
フ
・
ヱ
リ
ヤ
ス
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
と
は
何
者
な
の
か 

日
本
と
ト
ル
コ
の
間
に
、
正
式
な
国
交
が
結
ば
れ
な
か
っ
た
の
は
す
で
に

書
い
た
通
り
で
、
国
交
樹
立
は
大
正
末
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
明
治

期
に
作
成
さ
れ
た
今
回
の
史
料
の
中
に
は
「
無
條
約
国
人
」
と
い
う
言
葉
が

出
て
き
ま
す
。
こ
の
時
は
、
「
ナ
シ
フ
・
ヱ
リ
ヤ
ス
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
」
が

オ
ス
マ
ン
帝
国
発
行
の
旅
券
を
所
持
し
て
い
た
た
め
、
外
務
省
で
身
分
を
保

証
す
る
書
類
を
東
京
府
へ
回
送
し
、
同
時
に
免
状
も
無
事
に
発
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
文
中
に
商
人
で
あ
る
旨
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
一
体
こ
の
「
ナ
シ

フ
・
ヱ
リ
ヤ
ス
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
」
な
る
ト
ル
コ
人
、
何
者
な
の
か
は
不
明

で
す
。
何
を
日
本
で
販
売
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
ど
う
し
て
言
葉
も
通

じ
な
い
日
本
へ
や
っ
て
来
た
の
か
、
い
つ
ま
で
滞
在
し
た
の
か
、
な
ど
な
ど

謎
は
尽
き
ま
せ
ん
。 

そ
も
そ
も
、「
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
」
は
ト
ル
コ
の
伝
統
的
な
名
前
で
は
な
く
、

彼
が
本
当
に
ト
ル
コ
出
身
の
商
人
だ
っ
た
の
か
も
怪
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
と
な
っ
て
は
真
相
は
闇
の
中
で
す
。 

史
料
か
ら
は
、
言
葉
の
通
じ
な
い
外
国
人
商
人
を
前
に
、
四
苦
八
苦
し
て

何
と
か
身
分
を
確
認
し
、
書
類
発
行
を
行
お
う
と
す
る
当
時
の
東
京
府
の
役

人
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 


